
主目的 7 32 3

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

市有財産を有効に活用するため必要な整備を行う。

内容

（手段）

・普通財産土地を管理するため、管理柵を設置した。

・老朽化が進み、耐震性にも問題のある、旧清掃事務所(普通財産建物)の取り壊しを行っ

た。

◆【２５年度直接経費の内訳】

・境界柵等設置工事費　　　1,215千円

・市有財産解体工事費　　　4,895千円

財政課

資産管理係

211

平成３０年度以降

財政運営

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

健全で計画的な財政運営を推進します

2

平成１２年度以前

行政経営
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根拠法令・個別計画

1

担当部

担当係

事業番号 034

平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート平成26年度 事務事業評価シート

総務部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

一般会計 担当課

事務事業名 市有財産整備事業
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Ｈ23決算額

2,7352,058
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・市有財産解体工事費　　　4,895千円

・人夫賃、設計・監理委託料、原材料費　486千円

◆【２６年度直接経費の内訳】

・境界柵設置等工事　2,422千円

・人夫賃、原材料費　    313千円
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事業の

達成状況

管理柵の取替修繕や、老朽化が進み、耐震性にも問題があった旧清掃事務所の取

壊工事を実施した。
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のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

普通財産(土地)については、傾斜地も多く、風水害による法面崩落などの危険性があ

る。
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次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

老朽化の激しい、大草字年上坂地内の管理柵について、取替修繕を実施する。
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方方方方

向向向向

性性性性

２７年度以降

の改善案

当面の間、土地の処分や、利活用が見込めない土地の管理柵について取り替える場

合は、木の柵より耐久性が高い、フェンスの設置など、管理柵の材質についても検討

を行う。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

管理柵の劣化による定期的な補修や、建物・土地の普通財産の老朽化や風水害によ

る被害を最小限に抑える整備体制が整っており、迅速な対応が出来ていることから維

持とした。

判定理由

普通財産(土地)における未利用地では、管理柵が必要不可欠であり、設置していない

と土地境界があいまいになるだけでなく、不法占拠や不法投棄などが発生し、関係者

との調整、交渉など多大な事務処理に追われることになる。また、近年多発している

ゲリラ豪雨など、局地的な風水害による普通財産(土地)の法面崩落の発生は、隣地

にも被害を及ぼし、市民生活に影響を与えることになる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


